
１ 被災者に対する意識調査―つくば市に避難されている方々の場合― 

 

「東日本大震災をめぐる方言問題の意識調査」として、東日本大震災・福島原発事故のた

めに茨城県内に避難されている方々を対象として、つくば市の協力を得て調査を実施した。

ここでは、その調査結果のうち次節「支援者に対する意識調査」と比較が可能ないくつかの

項目を中心に調査結を取り上げる。選択肢による調査項目の結果については、本節末に全て

示した。 

なお、ここで述べることは、現在つくば市に在住している方々の今回の結果であり、避難

者一般の傾向として見ることはできない。例えば、福島県内の避難者の方々や、つくば市以

外の自治体に避難されている方々の状況と違いがあるかもしれないが、それについても今回

の調査からはわからない。 

 

１-１ 調査の概要 

 

(1) 調査の目的 

調査の目的は、調査票表紙に述べた下記のとおりである。 

 

「東日本大震災によってふるさとを離れ、現在、茨城県内に避難されている方々より、

震災発生以降の方言に関わる状況やご意見をお教えいただき、今後に役立てることにあ

ります。皆さまよりいただいた情報をもとに、ことば（方言）の果たす役割やことば

（方言）に関する問題点について分析・考察し、ことば（方言）の面から将来に役立つ

取り組みを行っていきたいと考えております。」 

 

(2) 実施時期と方法 

つくば市役所総務部総務課の協力を得て、調査票等を郵送し、同封の返信用封筒で調査票

のみを返送してもらう方法で、調査を実施した。 

調査票等は 2012 年 12 月 17 日につくば市役所より郵送され、同 12 月～2013 年 2 月末まで

に郵送により返送してもらう形で回収した。 

 

(3) 調査対象 

調査対象は、つくば市に在住する東日本大震災による避難者（個人）。年代は、中学生以

上の全員である。調査票送付時現在で、調査対象者数は 433名であったが、送付した調査票の

うち 3 通は宛先不明でもどってきた。したがって、調査対象者に届いた数、即ち調査対象者

数は 430である。 

 

(4) 回答数と内訳 

調査対象者の手元に届いた調査票 430 のうち、調査票を回収できたのは 186（送付数 430 の

43.3％）である。このうち有効回答数（以下「回答数」とする）は 178である。その内訳は以

下のとおり。 

回答数 176  男性 74 女性 94 

80代以上 20（男性 6 女性 13 性不明 1） ＊性不明＝性無回答 

70代   34（男性 16 女性 15 性不明 3） 

60代   57（男性 23 女性 28 性不明 6） 

50代   20（男性 9 女性 11） 

40代   21（男性 8 女性 13） 
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30代   13（男性 7 女性 6） 

20代    9（男性 3 女性 6） 

10代    4（男性 2 女性 2） ＊10代の回答者 4はすべて「中高校生」 

 

(5) 本来の居住地（震災前の居住地） 

 つくば市には原発事故による福島県からの避難者が多い。そこで、福島県については浜通

りは市町村単位で、その他の福島県・他県については具体的に記入してもらう形で本来の居

住地（震災前の居住地）を尋ねた。その結果、下記のように双葉町、浪江町、南相馬市をは

じめとするほとんどが浜通りから避難された方であり、つくば市への避難者の震災前の居住

地の状況と概ね一致していることが確認された。 

 

（表） 以前の居住地別回答者数（多い順、()中は％） 

自治体名      回答者人数    つくば市在住者数＊ 

双葉町  63(35.4)  147(28.3) 

浪江町  39(21.9)   97(18.7) 

南相馬市  24(13.5)   95(18.3) 

いわき市  15( 8.4)   36( 6.9) 

大熊町  13( 7.3)   27( 5.2) 

富岡町  12( 6.7)   42( 8.1) 

楢葉町   5( 2.8)   31( 6.0) 

福島県(他)   4( 2.2)   29( 5.6) 

他県    2( 1.1)   10( 1.9) 

  計       178(100)   520(100) 

＊2012年 10月 15日現在の人数 

 

(6)調査票 

資料編に調査に使用した調査票「東日本大震災をめぐる方言問題の意識調査」（避難者対

象用のもの、表紙を含めて 5 ページ）を示した。なお、調査においては提示資料を参照しな

がら回答してもらうための資料を添えた。提示資料に取り上げたのは、方言パンフレットの

例、方言用語集の例、各種の方言エール、被災文化財救済や伝統文化の復活に関する新聞記

事、方言に関わる新聞記事であるが、資料は省略する。 

 

 

１-２ 調査結果 

 

(1）調査の内容 

調査内容は、茨城県の本事業と連携して行っている福島県・宮城県の取り組みの一環とし

て作成された調査票をもとにした、以下に示すような 5つに大別できるものである。 
A 方言の使用状況について  ＊小設問 7 
B 方言の問題や効用  ＊小設問 5 
C 文化としての方言保存・継承、方言への愛着・評価について  *小設問 7 
D 自由記述（現在の暮らしの中で方言を使うことについての思い） 
E 自由記述（方言にまつわるエピソードや当該の調査についての意見等） 

このほか、1-1（4）(5)に述べたフェイスシート(年齢、性別、本来の居住地)について回答

してもらった。記名は任意、その他の個人に関わることは質問していない。 
 
以下、いくつかの調査結果について具体的な設問等を示しながら、調査結果を見ていく。
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ここで取り上げないものについては、節末の調査結果の表ならびに資料編の調査票を参照し

ていただきたい。 
 

(2)「A 方言の使用状況について」の調査結果と分析 

 

 設問（概ね調査票に同じ）に沿って、[全体（男性：女性）]の形で回答数（％）を示しなが

ら見ていく。なお、性別不明の回答もあるため、男女の回答数の合計数は全体数と一致しな

い。 

 
A．方言の使用状況について 
 
A01. 震災前と比べて、ご家族（お子さんやお孫さん または ご両親やおじいさん・おばあ

さん） と方言を使ってお話しされる機会はどうなりましたか？  

01.増えた      [  6( 3.4)（ 2( 2.7)： 4(4.3)）]  

02.減った   [ 48(27.0)（20(27.0)：27(28.7)）] 

03.変わらない [122(68.5)（51(68.9)：63(67.0)）] 

 

A02. では、ご親戚や顔見知りの同郷の方と方言を使ってお話しされる機会はどうですか？ 

01.増えた     [ 5(2.8)（ 2(2.7)：  3(3.2)）]  

02.減った     [73(41.0)（31(41.9)：41(43.6)）]  

03.変わらない [99(55.6)（40(54.1)：50(53.2)）] 

 

A03. （上の A01.と A02.で「02.減った」という方にうかがいます）そうした状況についてど

のように感じますか？  

01.さびしい         [41(49.4)（15(46.9)：25(51.0)）]  ％の母数は、仮に前回答数の 

02.ストレスを感じる [15(18.1)（ 7(21.9)： 8(16.3)）]    合計で出している 

03.方言で話したい   [ 8( 9.6)（ 4(12.5)： 3( 6.1)）]   

04.その他           [19(22.9)（ 6(18.9)：13(26.5)）]（記述の回答は省略）  

 

《分析》 家族との方言による会話は、男女差なく「変わらない」が 7 割弱、「減った」が 3

割弱、「増えた」はわずかである。また、親戚・同郷の人との方言による会話では、家族と比

べて「減った」と回答している人が 10 ポイント以上増えている。この結果は、避難せざるを

得ない状況で、家族と別れて、あるいは家族の一部と離れ離れの暮らしをしている人がいる

こと、かつて方言で会話をしていた地域共同体から離れて暮らしている人がいるという事実

が、方言での会話の減少という形で表れているものと推測できる。このような状況について、

男性は女性よりも「ストレスを感じる」「方言で話したい」の回答が多く、女性は「さびし

い」と「その他」が多い。「その他」の回答を見てみると、方言での会話が減っても特に感じ

ないという回答が複数見られる一方で、「子供達、孫達とばらばらになった」「(家族が)別々に

避難中」あるいは「(かつての住いにいた頃は)友達とお茶を飲んだり食事に行っていた」とい

う回答が見られ、家族が離れ離れになっていたり、かつての共同体での生活が継続されてい

ない人がいることがわかる。 

 

A04. 震災前と比べて、顔見知りではない方とお話しされる機会はどうなりましたか？ 

01. 増えた    [74(41.6)（34(45.9)：36(38.3)）]  

02.減った     [63(35.4)（22(29.7)：36(38.3)）]  
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03.変わらない [40(22.5)（18(24.3)：21(22.3)）] 

 

A05. 顔見知りではない方とお話しされるときには、どのようなことばで話されますか？ 

01.方言                 [17(9.6)（10(13.5)：7(7.4)）]  

02. 標準語              [89(50  )（38(51.4)：48(51.1)）]  

03.方言と標準語が交じる [70(39.3)（26(35.1)：37(39.4)）]  

04.その他               [ 7( 3.9)（ 5(6.8)：2(2.1)）] （記述の回答は省略） 

 

《分析》 A01.～03 の回答とは逆に、現在の環境の中で顔見知りとの会話が大きく増加し、

その際におよそ半数の人が標準語を使っていると思っていることがわかかる。下の、A06.07.

でも、同様の傾向が確認できる。なお、A07.の記述回答の中に 1 人だけだが、「(犬の散歩で)

地元の人に話しかけられ、うれしい」という回答があった。 

 

A06.現在、お住いの地域の方とお話しされる機会はどうですか？ 

01.話す機会がある [120(67.4)（50(67.6)：63(67.0)）]   

02.話す機会はない [53(29.8)（23(31.1)：27(28.7)）] 

 

A07. （上の A06.で「01.話す機会がある」という方にうかがいます）お住いの地域の方とお

話しされるときには、どのようなことばで話されますか？ 

01.方言                  [13(10.8)（ 5(10)： 8(12.7)）]  

02. 標準語               [49(40.8)（20(40)：27(42.9)）]  

03.方言と標準語が交じる  [64(53.3)（27(54)：31(49.2)）]  

04.その他                  [ 4( 2.2)（ 2(4)： 2(3.2)）] （記述の回答は省略） 

 

 

(3)「B 方言の問題や効用」の調査結果と分析 

 

B 方言の問題や効用     《提示資料（＝省略）参照》 

 

B01．震災後、ことばや方言のことでなにか困ったり、嫌な思いをしたりといったことはあり

ませんでしたか？「そうだ」と思うものいくつでも○を付けてください。（複数回答可） 

01.方言が通じなかった    [19(10.7)（11(14.9)： 8( 8.5)）]  

02.方言が話せない      [19(10.7)（ 8(10.8)：11(11.7)）]  

03.方言を馬鹿にされた    [ 4( 2.2)（ 3( 4.1)： 1( 1.1)）] 

04.避難先の方言がわからない [22(11.2)（ 9(12.2)：13(13.8)）]  

05.その他          [24(13.5)（ 9(12.2)：15(16.0)）] （記述回答は省略） 

(回答なし→なしか？  [101(56.7)（39(52.7)：54(57.4)）]) 

 

《分析》 この設問への回答は、「回答なし」が最も多い。しかし、かつての暮らしの中では、

01.～04.を経験することは少ない、あるいはほとんどなかっただろうと考えられるので、4割

程度の人が方言をめぐって困ったり、嫌な経験をしていることになる。この数は、決して少

ない数ではない。「その他」の具体的な回答では、「あまり気にしていない」「困ったり、嫌な

思いをしたことがない」といった回答や、「標準語で話すので困らない」や「茨城のことばは

地元のことばはあまり変わらない」といった回答もあるが、中には「方言を注意される」「方

言を話すのは恥ずかしい」という方言の問題の記述もあった。01.～04.の回答ともに、注目し

ていくべきものだろう。 
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B02. 東日本大震災の被災地へ支援に来た医療関係者などのために、被災地の方言を簡単に説

明したパンフレット等がいくつか作られています。被災地の支援活動を行う上で、こうし

た方言パンフレットは必要なものだと思いますか？ 《資料例 1～３ページ》 

01.必要だ       [54(30.3)（23(31.1)：28(29.8)）]  

02.必要ではない    [39(21.9)（19(25.7)：17(18.1)）]  

03.どちらともいえない [75(42.1)（30(40.5)：43(45.7)）] 

 

《分析》 次節で支援経験者に対して同じ質問が設けられている。支援経験者の回答では、

約 8割の人が「必要だ」と回答している。しかし、被災された方への同じ問いかけでは、「必

要だ」の回答は、3 割程度にとどまっている。「必要ではない」と考えている人も 2 割もいる。

支援する側と被災された人という立場の違いが大きな意識の違いとなっていることがわかる。 

 

B03. 震災後、「がんばっぺ福島」「けっぱれ東北」のように、被災地各地の方言を使ったか

け声（方言エールや方言スローガン）が聞かれました。こうした方言によるかけ声は皆さ

んの力になりましたか？「そうだ」と思うものいくつでも○を付けてください。（複数回

答可） 《資料例４ページ》 

01.親しみがもてる     [102(57.3)（41(55.4)：54(57.4)）]  

02.励まされた       [ 57(32.0)（21(28.4)：35(37.2)）]  

03.特に何も感じない    [ 34(19.1)（17(23.0)：16(17.0)）]  

04.馬鹿にされているようだ [ 12( 6.7)（ 6( 8.1)： 4( 4.3)）] 

05.その他         [ 15( 8.4)（ 6( 8.1)： 9( 9.6)）]  

 

B04.「がんばろう東北」「がんばろう茨城」のような共通語によるかけ声については、皆さん

の力になりましたか？「そうだ」と思うものいくつでも○を付けてください。（複数回答

可） 《資料例４ページ》 

01.親しみがもてる     [85(47.8)（31(41.9)：47(50  )）]  

02.より励まされる気がする [71(39.9)（27(36.5)：40(42.6)）]  

03.励まされた感じがしない [17( 9.6)（ 6( 8.1)：11(11.7)）] 

04.特に何も感じない    [35(19.7)（23(31.1)：11(11.7)）] 

05.馬鹿にされているようだ [ 3( 1.7)（ 3( 4.1)： 0(  0 )）] 

06.その他         [15( 8.4)（ 6(8.1)： 8( 8.5)）]  

 

B05.「がんばってや東北」「ちばりよー福島」のような他地域の方言エールやスローガンにつ

いてはいかがですか？「そうだ」と思うものいくつでも○を付けてください。（複数回答

可） 《資料例４ページ》 

01.親しみがもてる     [66(37.1)（26(35.1)：36(38.3)）]  

02.より励まされる気がする [44(24.7)（17(23.0)：25(26.6)）]  

03.励まされた感じがしない [17( 9.6)（ 6( 8.1)：10(10.6)）] 

04.特に何も感じない    [30(16.9)（22(29.7)： 7( 7.4)）]  

05.馬鹿にされているようだ [ 5( 2.8)（ 0(  0 )： 4( 4.3)）]  

06.意図が不明       [21(11.8)（ 8(10.8)：12(12.8)）]  

07.見たことがない     [37(20.8)（10(13.5)：25(26.6)）] 

08.その他         [11( 6.2)（ 2( 2.7)： 7( 7.4)）]  

 

《分析》 次節の支援者の回答にも注目しながら、B03.～05.を合わせて見ていく。 

被災地・被災者を応援しようとするエールやスローガンは、「親しみがもてる」や「（より）

励まされた」など、好意的に受け止めている人は、多い順に被災者方言によるもの＞共通語

＞支援者方言によるものになっている。一方、「励まされた感じがしない」「馬鹿にされてい

るようだ」や「意図が不明」など明らかにマイナスに受け止めていると考えられる回答や、

「特に何も感じない」という回答（これはプラスでもマイナスでもないというよりも、エー
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ス・スローガンの意図を考えるとマイナスと言える）を見てみると、女性に比べて男性にこ

れらの回答が多いことがわかる。（なお、性別による受け止め方の違いは、この設問だけでは

わからない。）この結果を、支援者に対する調査結果と比較してみると、支援する側は 8割近

くが被災地方言によるエール・スローガンは被災者の「力になる」と考えている。しかし、

被災された側からは「励まされる」と思う人もいれば、わずかながら「馬鹿にされている」

と感じる人もいる。また、「その他」の記述を見ると、「何をがんばればいいのか」という回

答も 6名からあった。この「何をがんばればいいのか」と反感を感じるという回答は、共通

語のエール・スローガンにより多数（10 回答）あった。つくば市在住の避難者のほとんどは、

原発による避難者である。「震災だけだったら」や「心が折れそうだ」といった悲痛な声から、

津波被害とは異なる複雑な心情があることが痛いほど伝わる。また、「がんばろうが重い」

「悲しくなる」など、前向きになれないことが伝わる回答も見みられる。もちろん、応援し

ようとするエール・スローガンに「親しみを感じる」という回答も、方言エール・スローガ

ンでは半数以上もいるし、共通語のエール・スローガンに「親しみを感じる」と答えている

人も半数近い。被災者・被災地の事情は様々である。方言エール・スローガンに親しみを

感じる人も少なくないが、何も感じなかったり反感や不快感を感じている人もいる。必ず

しも方言エール・スローガンが励みになっているとは言えないことが、B03.～05.の回答は

示していると言えるだろう。 

 

以上、AとB の設問グループを取り上げて、簡単ながら結果を分析した。このほか、D・F
の自由記述では、Dに対して 120人から、Fに対して 76 人から回答を得た。その中には、こ

のような調査に対する不快感を書かれた回答もあったが、例えば、方言（俚言）をたくさん

書いてくださる、という回答や、方言への思いを書いてくださったものもたくさんあった。

その量は、A4用紙に打ち出すと 10ページを超えるものである。A～Cの設問に対しても、数

多くの記述の回答をいただいている。この自由記述回答の多さは、調査に協力してくださっ

た方々が、いかに本調査に誠実に答えてくださったかを物語るものでもあろう。これらにつ

いては、短い時間で簡単にまとめられるものではない。今後、時間をかけて、いただいた回

答をまとめていくこととしたい。 
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被災者に対する意識調査：つくば市在住避難者

年代／性 人数
1
新
地

2
相
馬

3
南
相
馬

4
浪
江

5
双
葉

6
大
熊

7
富
岡

8
楢
葉

9
広
野

10
い
わき

11
川
俣

12
飯
館

13
葛
尾

14
田
村

15
川
内

20
福
島

99
他

全体 178 24 39 63 13 12 5 15 4 2
男性 74 11 16 25 5 5 3 6 1 1
女性 94 10 22 35 6 6 2 9 2 1
性不明 10 2 1 3 2 1 1

８０代男 6 1 2 2 1
８０代女 13 3 5 3 2
８０代性不明 1 1
７０代男 16 1 5 4 1 2 3
７０代女 15 1 5 5 2 1 1
７０代性不明 3 1 2
６０代男 23 5 1 10 1 4 2
６０代女 28 2 2 15 1 3 1 3 1
６０代性不明 6 1 1 2 1 1
５０代男 9 2 4 3
５０代女 11 1 3 5 1 1
４０代男 8 1 2 1 1 1 1 1
４０代女 13 5 3 2 1 2
３０代男 7 1 4 1 1
３０代女 6 2 1 2 1
２０代男 3 1 1 1
２０代女 6 1 2 1 1
１０代男 2 1 1
１０代女 2 1 1

合計 178 24 39 63 13 12 5 15 4 2

年代別
（男性）

人数
1
新
地

2
相
馬

3
南
相
馬

4
浪
江

5
双
葉

6
大
熊

7
富
岡

8
楢
葉

9
広
野

10
い
わき

11
川
俣

12
飯
館

13
葛
尾

14
田
村

15
川
内

20
福
島

99
他

８０代男 6 1 2 2 1
７０代男 16 1 5 4 1 2 3
６０代男 23 5 1 10 1 4 2
５０代男 9 2 4 3
４０代男 8 1 2 1 1 1 1 1
３０代男 7 1 4 1 1
２０代男 3 1 1 1
１０代男 2 1 1

計 74 12 16 25 5 5 3 6 1 1

年代別
（女性）

人数
1
新
地

2
相
馬

3
南
相
馬

4
浪
江

5
双
葉

6
大
熊

7
富
岡

8
楢
葉

9
広
野

10
い
わき

11
川
俣

12
飯
館

13
葛
尾

14
田
村

15
川
内

20
福
島

99
他

８０代女 13 3 5 3 2
７０代女 15 1 5 5 2 1 1
６０代女 28 2 2 15 1 3 1 3 1
５０代女 11 1 3 5 1 1
４０代女 13 5 3 2 1 2
３０代女 6 2 1 2 1
２０代女 6 1 2 1 1
１０代女 2 1 1

計 94 10 22 35 6 6 2 9 2 1

年代別
（性不明）

人数
1
新
地

2
相
馬

3
南
相
馬

4
浪
江

5
双
葉

6
大
熊

7
富
岡

8
楢
葉

9
広
野

10
い
わき

11
川
俣

12
飯
館

13
葛
尾

14
田
村

15
川
内

20
福
島

99
他

８０代性不明 1 1
７０代性不明 3 1 2
６０代性不明 6 1 1 2 1 1

計 10 2 1 3 2 1 1

震災前の居住地

震災前の居住地

震災前の居住地

震災前の居住地
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Ａ．方言の使用状況

年代／性
１
増

2
減

3
不変

１
増

2
減

3
不変

１
寂し
い

2
ｽﾄ
ﾚｽ

3
方
言

4
他

１
増

2
減

3
不変

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

1
あり

2
なし

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

全体 6 48 122 5 73 99 41 15 8 19 74 63 40 17 89 70 7 120 53 13 49 64 4
男性 2 20 51 2 31 40 15 7 4 6 34 22 18 10 38 26 5 50 23 5 20 27 2
女性 4 27 63 3 41 50 25 8 3 13 36 36 21 7 48 37 2 63 27 8 27 31 2
性不明 1 8 1 9 1 1 4 5 1 3 7 7 3 2 6

８０代男 1 5 2 4 1 2 2 2 2 3 3 2 4 1 3
８０代女 5 8 5 8 4 2 1 2 9 2 2 5 6 5 8 3 1 4
８０代性不明 1 1 1 1 1 1
７０代男 1 5 9 1 8 7 3 1 2 2 6 7 3 4 9 5 2 11 4 1 5 6
７０代女 1 1 12 1 7 7 3 1 3 4 8 2 2 4 9 11 3 1 11
７０代性不明 3 3 1 2 1 2 2 1 1 2
６０代男 7 16 9 13 4 2 2 2 12 6 5 4 9 9 21 2 4 7 8 1
６０代女 2 7 19 1 9 18 7 3 1 12 8 8 2 15 10 1 19 9 3 10 6 1
６０代性不明 1 5 1 5 1 2 3 1 2 4 4 2 1 3
５０代男 2 7 4 5 2 1 4 2 3 1 4 4 3 6 1 4
５０代女 1 3 7 1 5 5 3 4 6 4 1 8 3 7 4 1 3 2 1
４０代男 2 6 5 3 3 2 4 3 1 4 2 2 6 2 2 3 1
４０代女 7 7 8 5 3 2 3 6 4 3 8 5 10 3 6 4
３０代男 1 3 3 1 2 4 1 1 3 2 2 7 3 4 2 1
３０代女 1 5 3 3 3 2 3 2 1 1 2 3 6 1 2 3
２０代男 3 1 2 1 2 1 1 3 1 2 1 2
２０代女 2 4 4 2 1 2 2 1 3 5 1 3 3
１０代男 2 2 1 1 2 2 2
１０代女 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1

合計 6 48 122 5 73 99 41 15 8 19 74 63 40 17 89 70 7 120 53 13 49 64 4

Ａ．方言の使用状況

年代別
（男性）

１
増

2
減

3
不変

１
増

2
減

3
不変

１
寂し
い

2
ｽﾄ
ﾚｽ

3
方
言

4
他

１
増

2
減

3
不変

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

1
あり

2
なし

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

８０代男 1 5 2 4 1 2 2 2 2 3 3 2 4 1 3
７０代男 1 5 9 1 8 7 3 1 2 2 6 7 3 4 9 5 2 11 4 1 5 6
６０代男 7 16 9 13 4 2 2 2 12 6 5 4 9 9 21 2 4 7 8 1
５０代男 2 7 4 5 2 1 4 2 3 1 4 4 3 6 1 4
４０代男 2 6 5 3 3 2 4 3 1 4 2 2 6 2 2 3 1
３０代男 1 3 3 1 2 4 1 1 3 2 2 7 3 4 2 1
２０代男 3 1 2 1 2 1 1 3 1 2 1 2
１０代男 2 2 1 1 2 2 2

計 2 20 51 2 31 40 15 7 4 6 34 22 18 10 38 26 5 50 23 5 20 27 2

A01 A02 A03 A04 A05 A06 A07（A06「あり」）

年代別
（女性）

１
増

2
減

3
不変

１
増

2
減

3
不変

１
寂し
い

2
ｽﾄ
ﾚｽ

3
方
言

4
他

１
増

2
減

3
不変

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

1
あり

2
なし

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

８０代女 5 8 5 8 4 2 1 2 9 2 2 5 6 5 8 3 1 4
７０代女 1 1 12 1 7 7 3 1 3 4 8 2 2 4 9 11 3 1 11
６０代女 2 7 19 1 9 18 7 3 1 12 8 8 2 15 10 1 19 9 3 10 6 1
５０代女 1 3 7 1 5 5 3 4 6 4 1 8 3 7 4 1 3 2 1
４０代女 7 7 8 5 3 2 3 6 4 3 8 5 10 3 6 4
３０代女 1 5 3 3 3 2 3 2 1 1 2 3 6 1 2 3
２０代女 2 4 4 2 1 2 2 1 3 5 1 3 3
１０代女 1 1 2 1 1 1 1 1 2 1 1

計 4 27 63 3 41 50 25 8 3 13 36 36 21 7 48 37 2 63 27 8 27 31 2

A01 A02 A03 A04 A05 A06 A07（A06「あり」）

年代別
（性不明）

１
増

2
減

3
不変

１
増

2
減

3
不変

１
寂し
い

2
ｽﾄ
ﾚｽ

3
方
言

4
他

１
増

2
減

3
不変

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

1
あり

2
なし

1
方
言

2
標
準
語

3
混じ
る

4
他

８０代性不明 1 1 1 1 1 1
７０代性不明 3 3 1 2 1 2 2 1 1 2
６０代性不明 1 5 1 5 1 2 3 1 2 4 4 2 1 3

計 1 8 1 9 1 1 4 5 1 3 7 7 3 2 6

A01　震災前
比：家族との
会話

A02　震災前
比：親戚、同
郷知人との
会話

A03（A01・02で
「減った」の回答）
その状況をどう感
じるか

A04　震災前
比：顔見知り
でない人との
会話

A05　顔見知りで
ない人との会話の
ことば

A06　居
住地住
民との会
話

A01　震災前
比：家族との
会話

A02　震災前
比：親戚、同
郷知人との
会話

A03（A01・02で
「減った」の回答）
その状況をどう感
じるか

A04　震災前
比：顔見知り
でない人との
会話

A05　顔見知りで
ない人との会話の
ことば

A06　居
住地住
民との会
話

A07（A06「あり」の
回答）居住地住民
との会話のことば

A07（A06「あり」の
回答）居住地住民
との会話のことば
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Ｂ．方言の問題や効用　《提示資料》

年代／性
1
通じ
ない

2
話せ
ない

3
ﾊﾞｶ
に

4
分か
らず

5
他

なし
1
必
要

2
不
要

3ど
ちら
でも

1
親し
み

2
励
み

3
何も

4
ﾊﾞｶ
に

5
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
意
図
不

7
未
見

8
他

全体 19 19 4 22 24 101 54 39 75 102 57 34 12 15 85 71 17 35 3 15 66 44 17 30 5 21 37 11
男性 11 8 3 9 9 39 23 19 30 41 21 17 6 6 31 27 6 23 3 6 26 17 6 22 8 10 2
女性 8 11 1 13 15 54 28 17 43 54 35 16 4 9 47 40 11 11 8 36 25 10 7 4 12 25 7
性不明 8 3 3 2 7 1 1 2 7 4 1 1 4 2 1 1 1 1 2 2

８０代男 1 1 1 4 2 3 4 4 4 5 4 4 1
８０代女 1 2 3 7 6 4 2 8 7 1 1 6 7 1 1 7 4 1 1 2 1
８０代性不明 1 1 1 1
７０代男 5 3 3 6 4 4 7 9 7 4 1 9 5 2 3 1 1 4 7 2 5 1 1
７０代女 1 1 1 4 8 3 4 6 8 10 1 2 9 9 1 1 8 6 1 1 1 3 3
７０代性不明 3 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1
６０代男 2 3 3 15 5 9 9 13 4 6 2 2 8 9 2 8 2 9 3 2 8 3 3
６０代女 1 5 2 4 17 9 5 13 12 10 7 2 4 17 13 2 4 3 12 7 3 2 1 2 6 2
６０代性不明 5 2 2 2 4 1 1 1 4 3 1 2 1 1 1 2
５０代男 2 2 2 3 5 4 6 3 2 1 1 3 3 5 1 1 2 1 1 2 3 3
５０代女 1 1 9 2 2 5 9 3 1 7 3 2 1 1 4 3 1 3
４０代男 2 1 5 2 3 3 5 1 1 1 1 3 2 2 1 3 1 2 2
４０代女 2 1 1 4 3 6 5 1 7 5 3 6 2 1 4 3 3 4 1 4 1 1 2 2 5 6 1
３０代男 2 1 2 3 3 1 3 3 2 2 1 3 1 4 2 1 2 1 1
３０代女 2 2 2 3 1 5 5 1 1 2 1 1 2 1 2 1 1 2 3
２０代男 1 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1
２０代女 1 1 1 3 1 1 4 5 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1
１０代男 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
１０代女 1 1 1 1 2 1 1 1 1
合計 19 19 4 22 24 101 54 39 75 102 58 34 12 15 85 71 17 35 3 15 66 44 17 30 5 21 37 11

Ｂ．方言の問題や効用　《提示資料》

年代別
（男性）

1
通じ

ない

2
話せ
ない

3
ﾊﾞｶ
に

4
分か
らず

5
他

なし
1
必
要

2
不
要

3ど
ちら
でも

1
親し
み

2
励
み

3
何も

4
ﾊﾞｶ
に

5
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
意
図
不

7
未
見

8
他

８０代男 1 1 1 4 2 3 4 4 4 5 4 4 1
７０代男 5 3 3 6 4 4 7 9 7 4 1 9 5 2 3 1 1 4 7 2 5 1 1
６０代男 2 3 3 15 5 9 9 13 4 6 2 2 8 9 2 8 2 9 3 2 8 3 3
５０代男 2 2 2 3 5 4 6 3 2 1 1 3 3 5 1 1 2 1 1 2 3 3
４０代男 2 1 5 2 3 3 5 1 1 1 1 3 2 2 1 3 1 2 2
３０代男 2 1 2 3 3 1 3 3 2 2 1 3 1 4 2 1 2 1 1
２０代男 1 1 2 1 2 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1
１０代男 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

計 11 8 3 9 9 39 23 19 30 41 22 17 6 6 31 27 6 23 3 6 26 17 6 22 8 10 2

B01 B02 B03 B04 B05

年代別
（女性）

1
通じ

ない

2
話せ
ない

3
ﾊﾞｶ
に

4
分か
らず

5
他

なし
1
必
要

2
不
要

3ど
ちら
でも

1
親し
み

2
励
み

3
何も

4
ﾊﾞｶ
に

5
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
意
図
不

7
未
見

8
他

８０代女 1 2 3 7 6 4 2 8 7 1 1 6 7 1 1 7 4 1 1 2 1
７０代女 1 1 1 4 8 3 4 6 8 10 1 2 9 9 1 1 8 6 1 1 1 3 3
６０代女 1 5 2 4 17 9 5 13 12 10 7 2 4 17 13 2 4 3 12 7 3 2 1 2 6 2
５０代女 1 1 9 2 2 5 9 3 1 7 3 2 1 1 4 3 1 3
４０代女 2 1 1 4 3 6 5 1 7 5 3 6 2 1 4 3 3 4 1 4 1 1 2 2 5 6 1
３０代女 2 2 2 3 1 5 5 1 1 2 1 1 2 1 2 1 1 2 3
２０代女 1 1 1 3 1 1 4 5 1 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1
１０代女 1 1 1 1 2 1 1 1 1

計 8 11 1 13 15 54 28 17 43 54 35 16 4 9 47 40 11 11 8 36 25 10 7 4 12 25 7

B01 B02 B03 B04 B05

年代別
（性不明）

1
通じ

ない

2
話せ
ない

3
ﾊﾞｶ
に

4
分か
らず

5
他

なし
1
必
要

2
不
要

3ど
ちら
でも

1
親し
み

2
励
み

3
何も

4
ﾊﾞｶ
に

5
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
他

1
親し
み

2
より
励
み

3
励
み
なし

4
何も

5
ﾊﾞｶ
に

6
意
図
不

7
未
見

8
他

８０代性不明 1 1 1 1
７０代性不明 3 1 1 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1
６０代性不明 5 2 2 2 4 1 1 1 4 3 1 2 1 1 1 2

計 8 3 3 2 7 1 1 2 7 4 1 1 4 2 1 1 1 1 2 2

B03　「がんばっぺ福
島」「けっぱれ東北」の
ような方言エール・方言
スローガンは力になっ
たか（複数回答）

B04　「がんばろう東北」「が
んばろう茨城」のような共通
語によるエール・スローガン
は力になったか（複数回答）

B05　「がんばってや東北」「ちばり
よー福島」のような支援者方言のエー
ル・スローガンは力になったか（複数
回答）

B02　震災支
援医療関係
者への方言
パンフレット
の必要性

B03　「がんばっぺ福
島」「けっぱれ東北」の
ような方言エール・方言
スローガンは力になっ
たか（複数回答）

B04　「がんばろう東北」「が
んばろう茨城」のような共通
語によるエール・スローガン
は力になったか（複数回答）

B05　「がんばってや東北」「ちばり
よー福島」のような支援者方言のエー
ル・スローガンは力になったか（複数
回答）

B01　震災後、ことば（方言）
の問題や困ったことなど（複
数回答）

B01　震災後、ことば（方言）
の問題や困ったことなど（複
数回答）

B02　震災支
援医療関係
者への方言
パンフレット
の必要性

－ 395 －



Ｃ．文化としての方言保存・継承、方言への愛着・評価　《提示資料》

D　今
の暮
らしと
方言

E　方
言､
他､自
由記
述

年代／性
1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必
要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
好き

2
嫌
い

3
どち
ら

1
愛着
あり

2
愛
着
なし

3
どち
ら

1
思う

2
思
わ
な

3
どち
ら

1
方
言
嫌

2
都
会
困

3
出
身
地

4
他

記述
あり

記述
あり

全体 110 78 9 22 15 107 56 11 17 17 98 49 25 24 7 109 4 63 115 11 48 49 36 94 1 29 5 17 120 76 88
男性 52 30 2 7 5 52 22 5 8 4 48 17 10 8 3 45 1 29 48 5 20 23 15 37 10 6 50 28 43
女性 54 42 7 14 8 51 29 5 9 13 46 28 14 14 3 58 3 32 62 6 25 25 19 53 1 17 5 11 64 45 45
性不明 4 6 1 2 4 5 1 4 4 1 2 1 6 2 5 3 1 2 4 2 6 3

８０代男 4 4 1 6 4 5 4 6 1 5 1 4 3 1 6 3 4
８０代女 9 6 1 1 1 9 6 1 2 5 5 3 9 5 9 4 5 4 7 5 1 6 6 7
８０代性不明 1 1 1
７０代男 10 8 1 2 9 5 1 2 2 10 2 3 1 11 5 11 5 4 7 5 5 3 8 5 11
７０代女 9 11 1 8 7 2 11 6 1 8 5 11 1 2 3 2 10 3 1 2 11 6 8
７０代性不明 1 3 1 1 1 1 2 2 2 2 1
６０代男 15 11 1 3 2 18 5 3 1 1 16 5 4 3 14 9 15 2 6 8 4 11 1 2 17 8 14
６０代女 15 13 3 4 2 18 8 1 2 2 18 7 3 3 1 17 2 9 19 3 6 8 5 15 4 4 20 12 16
６０代性不明 3 3 1 1 3 3 1 3 2 1 2 4 2 3 3 1 2 2 2 5 2
５０代男 6 2 1 5 5 1 7 2 1 3 6 5 4 2 7 7 4 4
５０代女 4 6 1 3 2 3 2 3 4 2 3 2 4 1 7 4 7 4 3 2 6 2 1 1 7 7 2
４０代男 6 2 1 4 1 1 2 3 1 2 1 1 6 1 1 5 2 1 3 4 1 3 1 3 1 3
４０代女 7 2 5 1 6 2 1 3 1 5 3 1 4 1 8 1 4 6 1 6 2 3 8 1 2 2 3 9 8 5
３０代男 7 2 6 2 1 4 1 1 1 3 5 5 2 1 6 4 3 5
３０代女 5 1 1 3 1 2 1 1 2 2 3 3 4 1 1 2 2 2 1 5 3 3
２０代男 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 2
２０代女 3 2 2 1 3 1 2 1 3 1 2 1 4 2 4 2 1 1 4 1 4 2 4
１０代男 2 2 2 1 1 1 2 1 1 2 1
１０代女 2 1 1 2 1 2 2 2 1 1 2 1

合計 110 78 9 22 15 107 56 11 17 17 98 48 25 24 7 109 4 63 115 11 48 49 36 94 1 29 5 17 120 76 88

Ｃ．文化としての方言保存・継承、方言への愛着・評価　《提示資料》

D　今
の暮
らしと
方言

E　方
言､
他､自
由記
述

年代別
（男性）

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必
要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
好き

2
嫌
い

3
どち
ら

1
愛着
あり

2
愛
着
なし

3
どち
ら

1
思う

2
思
わ
な

3
どち
ら

1
方
言
嫌

2
都
会
困

3
出
身
地

4
他

記述
あり

記述
あり

８０代男 4 4 1 6 4 5 4 6 1 5 1 4 3 1 6 3 4
７０代男 10 8 1 2 9 5 1 2 2 10 2 3 1 11 5 11 5 4 7 5 5 3 8 5 11
６０代男 15 11 1 3 2 18 5 3 1 1 16 5 4 3 14 9 15 2 6 8 4 11 1 2 17 8 14
５０代男 6 2 1 5 5 1 7 2 1 3 6 5 4 2 7 7 4 4
４０代男 6 2 1 4 1 1 2 3 1 2 1 1 6 1 1 5 2 1 3 4 1 3 1 3 1 3
３０代男 7 2 6 2 1 4 1 1 1 3 5 5 2 1 6 4 3 5
２０代男 2 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 3 3 2
１０代男 2 2 2 1 1 1 2 1 1 2 1

計 52 30 2 7 5 52 22 5 8 4 48 16 10 8 3 45 1 29 48 5 20 23 15 37 10 6 50 28 43

C01 C02 C03 C04 C05 C06 C07 D E

年代別
（女性）

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必
要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
好き

2
嫌
い

3
どち
ら

1
愛着
あり

2
愛
着
なし

3
どち
ら

1
思う

2
思
わ
な

3
どち
ら

1
方
言
嫌

2
都
会
困

3
出
身
地

4
他

記述
あり

記述
あり

８０代女 9 6 1 1 1 9 6 1 2 5 5 3 9 5 9 4 5 4 7 5 1 6 6 7
７０代女 9 11 1 8 7 2 11 6 1 8 5 11 1 2 3 2 10 3 1 2 11 6 8
６０代女 15 13 3 4 2 18 8 1 2 2 18 7 3 3 1 17 2 9 19 3 6 8 5 15 4 4 20 12 16
５０代女 4 6 1 3 2 3 2 3 4 2 3 2 4 1 7 4 7 4 3 2 6 2 1 1 7 7 2
４０代女 7 2 5 1 6 2 1 3 1 5 3 1 4 1 8 1 4 6 1 6 2 3 8 1 2 2 3 9 8 5
３０代女 5 1 1 3 1 2 1 1 2 2 3 3 4 1 1 2 2 2 1 5 3 3
２０代女 3 2 2 1 3 1 2 1 3 1 2 1 4 2 4 2 1 1 4 1 4 2 4
１０代女 2 1 1 2 1 2 2 2 1 1 2 1

計 54 42 7 14 8 51 29 5 9 13 46 28 14 14 3 58 3 32 62 6 25 25 19 53 1 17 5 11 64 45 45

C01 C02 C03 C04 C05 C06 C07 D E

年代別
（性不明）

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
必
要

2
心
の
支

3
不
要

4
優
先
順

5
他

1
好き

2
嫌
い

3
どち
ら

1
愛着
あり

2
愛
着
なし

3
どち
ら

1
思う

2
思
わ
な

3
どち
ら

1
方
言
嫌

2
都
会
困

3
出
身
地

4
他

記述
あり

記述
あり

８０代性不明 1 1 1
７０代性不明 1 3 1 1 1 1 2 2 2 2 1
６０代性不明 3 3 1 1 3 3 1 3 2 1 2 4 2 3 3 1 2 2 2 5 2

計 4 6 1 2 4 5 1 4 4 1 2 1 6 2 5 3 1 2 4 2 6 3

C05　ふるさと
の方言への
愛着

C06　若い世
代への方言
継承の希望

C07　（C06で「思
わない」の回答）
方言継承を望まな
い理由

C01　被災地文化・文化
財の保護、復興のとり
組みへの評価（複数回
答）

C02　方言を保存しよう
という取り組みへの評
価（複数回答）

C03　避難者の出身地
の方言を保存・継承し
ようとする文化庁の取
り組みへの評価（複数
回答）

C04　ふるさと
の方言の好
悪

記名

記名

C01　被災地文化・文化
財の保護、復興のとり
組みへの評価（複数回
答）

C02　方言を保存しよう
という取り組みへの評
価（複数回答）

記名

記名

C07　（C06で「思
わない」の回答）
方言継承を望まな
い理由

C03　避難者の出身地
の方言を保存・継承し
ようとする文化庁の取
り組みへの評価（複数
回答）

C04　ふるさと
の方言の好
悪

C05　ふるさと
の方言への
愛着

C06　若い世
代への方言
継承の希望
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